
発行 苫小牧市水道部 ホームページ発行 苫小牧市水道部 ホームページ

源 流 地（錦多峰沢川）



平成 年度 水道事業予算のあらまし

で を します安安全全 おおいいししいい水水 供供給給安全 おいしい水 供給
水道事業会計では、市民の皆さんに安全でおいしい水を安定的に供給するために、

平成 年度も配水管の新設、水道施設の整備工事などいろいろな事業を実施します。

主な事業内容
沼ノ端鉄北地区、植苗地区などで

の配水管を布設します。また、新中野町、

日の出町地区などの既設老朽管の布設替

えを行います。

高丘浄水場と錦多峰浄水場の供給バラン

スをとるために王子町に配水コントロー

ル施設を設置します。

錦多峰浄水場の沈澱池の改良工事や周辺

の整備を行い、安全で効率的な水の供給

に努めます。

配水管布設工事

資本的収支予算
皆さんに安定した給水を続けるために、国から

の借入金などで拡張、改修事業を継続しながら、

浄水施設、配水管などを整備して施設の拡充

をしていきます。

収益的収支予算
皆さんからいただく水道料金などで、蛇口まで

水道水をお届けする費用を賄います。その内訳は

施設の維持管理費や修繕費さらに人件費、国

から借りるお金の支払利息などです。



人
権
と
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
苫
小
牧
か
ら
、
認
証

周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
樹
木
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
代
表
者
で
あ
る
国
本
京
子
さ
ん
は

昭
和

年
、
深
川
か
ら
苫
小
牧
へ
転
入
さ

れ
ま
し
た
が
、

子
供
の
頃
、
夏
は
毎
日
、

家
の
近
く
を
流
れ
る
雨
竜
川
で
、
真
っ
黒

に
な
り
な
が
ら
暗
く
な
る
ま
で
川
遊
び
を

し
て
い
ま
し
た
。
喉
が
乾
く
と
、
そ
の
川

の
水
を
飲
み
、
冷
た
く
て
す
ご
く
お
い
し

か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
環
境
の
こ
と
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
子
供

達
の
た
め
に
、
森
を
育
て
、
水
を
守
っ
て

い
く
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国際ソロプチミスト苫小牧会長 国本京子さん（写真 前列左）

問
題苫

小
牧
市
の
水
道
水
の
水
源
は

ど
こ
で
す
か
。

ウ
ト
ナ
イ
湖

支
笏
湖

樽
前
山
麓

応
募
方
法

答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
ハ
ガ

キ
に

の
答
え
と
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
お
送

り
下
さ
い
。

旭
町

丁
目

番

号

水
道
部
総
務
課

水
だ
よ
り

ク
イ
ズ
係

締
切平

成

年

月

日

当
日
消
印
有
効

賞
品正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念

グ
ラ
ス
を

名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
賞
品

の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

答
え
は
次
ペ
ー
ジ
の

お
い
し

い
水
を
守
る
た
め
に

に
あ
り

ま
す

クク
イイ
ズズ
にに
答答
ええ
てて

ク
イ
ズ
に
答
え
て

おお
いい
しし
いい
水水
記記
念念

お
い
し
い
水
記
念

ググ
ララ
スス
をを
もも
らら
おお
うう

グ
ラ
ス
を
も
ら
お
う

水道施設見学会での植樹（丸山水源の森）



苫
小
牧
市
は
、
南
に
大
平
洋
を
望
み
、

北
に
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
活

火
山

樽
前
山

が
そ
び
え
、
そ
の
裾

野
に
は
国
有
林
を
は
じ
め
と
す
る
広
大

な
樹
海
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
街
で
す
。

私
た
ち
が
普
段
飲
ん
で
い
る
水
道
水

は
、
こ
う
し
た
山
麓
で
育
ま
れ
た

幌

内
川

勇
払
川

と

錦
多
峰
川

の

河
川
の
表
流
水
が
源
水
と
な
っ
て

お
り
、
北
海
道
大
学
の
研
究
林
内
や
国

有
林
内
を
流
れ
て
く
る
幌
内
川
と
勇
払

川
は

高
丘
浄
水
場

へ
、
同
じ
く
国

有
林
地
内
を
流
れ
て
く
る
錦
多
峰
川
は

錦
多
峰
浄
水
場

ヘ
と
そ
れ
ぞ
れ
導

水
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

河
川
は
安
定
し
た
水
量
を
保

ち
、
環
境
庁
に
よ
る
全
国
河
川
水
質
調

査
に
お
い
て
も
、
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
な
ど
、
水
質
の
す
ば
ら
し
さ
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河
川
は
樽
前
山
麓
の
中
腹

に
源
を
持
ち
、
山
麓
に
降
っ
た
雨
や
雪

解
け
水
が
、
樽
前
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

堆
積
し
た

メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
火
山

礫
層
に
深
く
浸
透
し
、
自
然
ろ
過
さ
れ

な
が
ら
長
い
年
月
を
経
て
地
下
を
移
動

し
、
湧
き
出
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、昭
和

年
に
は
厚
生
省
の

お

い
し
い
水
研
究
会

か
ら
水
道
水
の
お

い
し
い
都
市
と
し
て
選
ば
れ
て
お
り
、

名
実
と
も
に
良
質
で
お
い
し
さ
が
認
め

ら
れ
た
本
市
の
水
道
水
は
、
ま
さ
に
自

然
の
恩
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

自
然
を
未
来
永
劫
に
わ
た
り
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
道
部
で
は
平
成

年

月
に
錦
多

峰
川
上
流
で
の
不
法
投
棄
で
起
き
た
水

道
水
異
臭
事
故
を
契
機
に
水
源
の
保
護

保
全
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て

苫
小
牧
市
水
道
水
源
の
保
護
に

関
す
る
指
導
要
綱

を
平
成

年

月

に
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
は
、
事
故
の
起
き
た
錦
多

峰
取
水
場
上
流
の
民
有
地
約

を
特
に

水
源
保
護
地
域

と
し
て
指

定
し
、
河
川
排
水
基
準
の
設
定
に
よ
り
、

流
出
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
事
業
活
動

な
ど
に
対
し
て
、
水
道
水
源
の
保
護
に

関
し
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

安
全
で
お
い
し
い
水
を
永
続
的
に
供
給

し
、
市
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
丘
浄
水
場
の
上
流
部
は
国

有
林
や
大
学
研
究
林
と
し
て
保
全
さ
れ

て
い
る
区
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
水
道

事
業
と
し
て
も
独
自
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

平
成

年

月
に
勇
払
川
支
流
の
丸

山
川
に
隣
接
す
る
国
有
林
苗
畑
跡
地
の

約

・

を
国
か
ら
買
受
し

丸
山

水
源
の
森

と
し
て
位
置
付
け
、
市
民

参
加
の
植
樹
会
な
ど
に
よ
り
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
と
も
に
啓
蒙
普
及
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
山
林
内
で
の
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
跡
を
絶
た
な
い
中
、
水
源
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
河
川
流
域
の
清
掃
な
ど
を

強
化
し
て
い
く
他
、
水
源
環
境
の
保

全
・
整
備
に
も
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

苫
小
牧
市
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋

この自然をいつまでも守ることが
おいしい水道水を守ることになります。

水水
道道
水水
源源
のの
現現
状状

水
道
水
源
の
現
状

水水
源源
保保
全全
のの
取取
りり
組組
みみ

水
源
保
全
の
取
り
組
み



水
道
部
で
は
水
道
法
に
基
づ
き
年
間
計

画
を
立
て
、
水
源
か
ら
給
水
栓
ま
で
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
水
道
水
の
水
質
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
の
検
査
結
果
を
下
表
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
質
基
準
と
は
、
水
道
水
の
品
質
を
管

理
す
る
た
め
の
基
準
で

健
康
に
関
連
す

る
項
目

二
十
九
項
目

水
道
水
が
有
す

べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目

十
七
項
目

の
合
計
四
十
六
項
目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

日
本
全
国
同
じ
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
連
す
る
項
目
と
は
、
生
涯
に

わ
た
り
飲
み
続
け
て
も
人
の
健
康
に
影
響

が
生
じ
な
い
値
を
も
と
に
、
安
全
性
を
充

分
に
考
慮
し
て
基
準
値
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る

項
目
と
は
、
日
常
生
活
に
使
用
し
た
場
合

不
都
合
が
生
じ
な
い
値
を
も
と
に
、
安
全

性
を
充
分
考
慮
し
て
基
準
値
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
道
水
に
含
ま
れ
る
消
毒
用
の
残
留
塩

素
は
、
水
質
基
準
に
は
規
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
衛
生
上
の
観
点
か
ら
水
道
水
は

必
ず

塩
素

に
よ
っ
て
消
毒
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
末
端
の
給
水

栓
で

以
上
の
残
留
塩
素
が
検

出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
苫
小
牧
市
で
は
き
れ
い
な
水
源

の
お
か
げ
で
残
留
塩
素
量
が
少
な
く
て
す

み
、
お
い
し
い
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。以

上
の
事
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

錦
多
峰
浄
水
場

水
質
検
査
係

項 目 単 位 水 質 基 準 値 高 丘 浄 水 場 錦多峰浄水場 分 類

水

質

基

準

健

康

に

関

連

す

る

項

目

一 般 細 菌 ヶ 以下
病原生物

大 腸 菌 群 検出されないこと 不検出 不検出
カ ド ミ ウ ム 以下 未満 未満

重 金 属

水 銀 以下 未満 未満
セ レ ン 以下 未満 未満

鉛 以下 未満 未満
ヒ 素 以下 未満 未満
六 価 ク ロ ム 以下 未満 未満
シ ア ン 以下 未満 未満

無機物質硝 酸 性 窒 素 及 び 亜 硝 酸 性 窒 素 以下
フ ッ 素 以下 未満 未満
四 塩 化 炭 素 以下 未満 未満

一般有機
化学物質

ジ ク ロ ロ エ タ ン 以下 未満 未満
ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 以下 未満 未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 以下 未満 未満
シス ジクロロエチレン 以下 未満 未満
テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 以下 未満 未満

ト リ ク ロ ロ エ タ ン 以下 未満 未満
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 以下 未満 未満
ベ ン ゼ ン 以下 未満 未満
ク ロ ロ ホ ル ム 以下 未満 未満

消 毒
副生成物

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 以下 未満
ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 以下 未満 未満
ブ ロ モ ホ ル ム 以下 未満 未満
総 ト リ ハ ロ メ タ ン 以下

ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 以下 未満 未満

農 薬
シ マ ジ ン （ ） 以下 未満 未満
チ ウ ラ ム 以下 未満 未満
チオベンカルブ（ベンチオカーブ） 以下 未満 未満

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に

関

連

す

る

項

目

亜 鉛 以下 未満 未満
色鉄 以下 未満 未満

銅 以下 未満 未満
ナ ト リ ウ ム 以下 味
マ ン ガ ン 以下 未満 未満 色
塩 素 イ オ ン 以下

有機物質
（味）

カルシウム マグネシウム等（硬度） 以下
蒸 発 残 留 物 以下
陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 以下 未満 未満 発 泡

ト リ ク ロ ロ エ タ ン 以下 未満 未満
に お い

フ ェ ノ ー ル 類 以下 未満 未満
有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 以下 味

値 以上 以下

基 礎 的
性 状

味 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭 気 異常でないこと 異常なし 異常なし
色 度 度 以下 未満 未満
濁 度 度 以下 未満 未満

項 目 単 位 水 質 基 準 値 高 丘 浄 水 場 錦多峰浄水場 分 類

水

質

基

準

健

康

に

関

連

す

る

項

目

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に

関

連

す

る

項

目

平成 年度 水質基準値と苫小牧市の水道水水質検査結果

項 目 単 位 基 準 値 高 丘 浄 水 場 錦多峰浄水場 分 類
衛 生 上 の 措 置 遊 離 残 留 塩 素 以上 消 毒

項 目 単 位 基 準 値 高 丘 浄 水 場 錦多峰浄水場 分 類
衛 生 上 の 措 置



さ
ん

水
道
局
の
ほ
う
か
ら
来

ま
し
た
。
水
質
の
確
認
と
配
管
の
点

検
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い

と
言
っ
て

く
る
業
者
が
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
点
検
を
水
道
部
で
行
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

氏

水
道
部
で
は
、
そ
の
よ
う
な

点
検
を
業
者
に
委
託
を
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
水
道
部
や
消
費
者
セ

ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
問
い

合
わ
せ
の
内
容
は
、
水
道
部
の
職
員

あ
る
い
は
市
か
ら
依
頼
を
受
け
た
者

を
装
っ
て
、
言
葉
巧
み
に
器
具
の
取

替
え
や
清
掃
を
勧
め
た
り

水
質
が

悪
い
の
で
浄
水
器
の
取
り
付
け
が
必

要
で
す

と
言
っ
て
、
高
額
な
浄
水

器
を
売
り
つ
け
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
疑
問
を
感
じ
た
と

き
に
は
、
名
刺
を
い
た
だ
く
か
、
業

者
名
と
来
た
人
の
名
前
を
聞
き
水
道

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

水
道
部
給
水
課

配
水
管
理
係

さ
ん

最
近
、
台
所
や
お
風
呂
の

シ
ャ
ワ
ー
の
水
の
出
が
悪
い
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
す
が
？

氏

ほ
と
ん
ど
の
一
般
家
庭
で
は

給
湯
用
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ボ
イ
ラ
ー
に

は
お
湯
の
温
度
を
一
定
に
す
る
た
め

に
、
水
圧
を
調
整
す
る
減
圧
弁
が
取

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一
度
水
圧
を

下
げ
て
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
の
中
に
水
が

給
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
減
圧
弁
に
は
、
ボ
イ
ラ
ー
内

に
サ
ビ
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う
網
が
備
え
つ
け

ら
れ
て
お
り
、
使
用
年
数
が
経
過
す

る
と
と
も
に
網
の
目
が
詰
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

網
が
詰
ま
る
と
水
の
出
が
悪
く
な

る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
清
掃
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第第

回回

水水
道道
週週
間間

第

回

水
道
週
間

今
年
も
、

月

日

か
ら

日

ま
で
の

週
間
、

安
心
の
・
笑
顔
ひ

ろ
が
る
・
水
道
水

を
テ
ー
マ
に
、
第

回
水
道
週
間
が
全
国
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

苫
小
牧
市
で
は
、

月

日

、
好
天
に
恵
ま
れ
る
中
で
、
丸
山
水
源
の
森

（
植
樹
会
）

七
条
大
滝

勇
振
取
水
場
・
ポ
ン
プ
場

高
丘
浄
水
場

西
町

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
コ
ー
ス
に
、

水
道
施
設
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
見
学
会
と
は
別
に
、
高
丘
・
錦
多
峰
両
浄
水
場
の
説
明

会
も
実
施
し
、
市
民
に
、
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

七条大滝 、 高丘浄水場 を見学する参加者たち

読

者

だ

よ

り

昨
年
の
十
月
に
越
し
て
き
て
、

ま
も
な
く
届
い
た
の
が
、こ
の

水

だ
よ
り
（
十
二
月
号
）

で
し
た
。

以
前
住
ん
で
い
た
札
幌
で
は
、

西
区
の
浄
水
場
の
近
く
に
住
ん
で

い
ま
し
た
の
で
少
し
は
水
道
に
も

関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
情
報
誌
は
出
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
興
味
深
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
為
に

な
り
ま
し
た
。

記
事
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
の
こ
と
も
載
っ
て
い
ま
し
た
の

で
早
速
ひ
ら
い
て
み
ま
し
た
が
、

と
て
も
見
易
い
構
成
に
な
っ
て
い

て
、
水
道
事
業
の
内
容
や
歴
史
等

が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

今
度
は
是
非
、
苫
小
牧
の
浄
水

場
も
見
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

読

者

だ

よ

り
沼ノ端

水島オリエさん

係
か
ら
の
お
願
い

今
回
お
読
み
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
、
ま
た
、
日

ご
ろ
水
道
事
業
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

苫
小
牧
市
旭
町

丁
目

番

号

水
道
部
総
務
課

係
か
ら
の
お
願
い

減 圧 弁（矢 印）




